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TECA NEWS 第 5８号   201８年5月 1日発行 

     第 17回通常総会のお知らせ 

１ ～ ２０３０年までにあと１１年 ～ 省エネ生活に知恵を絞る  

   ２ 事業報告   環境カウンセラーの利活用促進に係る広報 

   ３ 事業報告   環境カウンセラーＥＳＤ学会 第１回大会が新潟で開催    

   ４ 会員投稿   いってみたよ・・ 

   ６ 会員投稿   ＰＣＢ廃棄物の処分の準備はお済ですか！  

   ８ 会員投稿   ＳＤＧｓと環境カウンセラー 

  １０ 会員投稿   地球もつらいよ！ 

  １２ 会員投稿   生物多様性とは何か その２６ 

  １４ 会員投稿   書籍紹介 宮沢輝夫編著「大人になった虫とり少年」 

  １５ 会員投稿   曽我部二郎の薔薇コーナー 

  １６ 会員の活躍  今井信行さん、野沢定雄さん 

  １９ 全国の環境カウンセラー活動通信（NPO法人環境カウンセラー会ひょうご 理事長  仁保 めぐみさん） 

  ２０ 栃木県内環境イベント情報 

 

報 告 

投 稿 

レポート 

 

第
十
七
回
通
常
総
会
と
講
演
会
の
お
知
ら
せ 

 
 
 

当
法
人
の
第
十
七
回
通
常
総
会
を
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
致
し
ま
す
の
で 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◆
通
常
総
会 

日 

時  

５
月
２
０
日
（
日
） 

１
３
時
３
０
分
～
（
受
付
１
３
時
～
） 

場 

所 

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
２-

４-

６ 
 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ 

電
話
：
０
２
８-

６
３
５-

５
５
１
１ 

 

◆
講
演
会 

総
会
終
了
後 

１
５
時
３
０
分
よ
り 

テ
ー
マ
：
「
田
ん
ぼ
周
り
の
生
き
物
調
査
取
組
経
過
と
成
果
、
今
後
の
課
題
」 

 

講
演
者
：
水
谷
正
一 

宇
都
宮
大
学 

名
誉
教
授 

 ◆
懇
親
会 

講
演
会
終
了
後
（
１
７
時
１
０
分
頃
か
ら
の
予
定
） 

参
加
費 

５
，
５
０
０
円 

 
 

 
 

 ◆
年
会
費
納
入
お
願
い
し
ま
す 

当
法
人
の
平
成
３
０
年
度
の
年
会
費
（
６
，
０
０
０
円
）
を
銀
行
口
座
ま
た

は
郵
便
口
座
に
お
振
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
総
会
当
日
に
、
受
付
に
て
お
支
払
い
戴
い
て
も
結
構
で
す
。
） 

 

足
利
銀
行 

本
店 

普
通 

４
２
１
５
８
２
４ 

（
特
非
）
栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 

理
事
長 

安
場
博 

郵
便
局 

記
号
１
０
７
５
０ 

番
号
２
３
７
２
８
５
６
１ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会 
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平
成
３
０
年
４
月
か
ら
「
栃
木
県
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
・
運
営

等
に
関
す
る
指
導
指
針
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
福
島
原
発
の
事
故
後
に
出
来
た
「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
通
称
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ

法
」）
で
太
陽
光
発
電
施
設
が
多
く
の
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
５

０
ｋ
Ｗ
以
上
の
太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
県
と
市
町
が
連
携
し
て

太
陽
光
発
電
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
取
り
組
み
を
促
し
、
防
災
・
環
境

保
全
・
景
観
保
護
等
の
面
か
ら
施
設
と
地
域
の
調
和
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
足
利
市
、
栃
木
市
、
鹿
沼
市
、
日
光
市
で
は
既
に

「
自
然
環
境
、
景
観
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
置
事
業
と
の

調
和
に
関
す
る
条
例
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
や
生
物
系

に
関
心
の
あ
る
会
員
の
方
々
か
ら
は
、
太
陽
光
発
電
施
設
が
多
く
の
所

に
設
置
さ
れ
、
自
然
破
壊
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

太
陽
光
発
電
で
は
太
陽
光
が
降
り
注
ぐ
広
い
面
積
を
必
要
と
し
て
お
り
、

従
来
の
森
林
な
ど
を
切
り
開
く
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
環
境
に
配
慮
し
た
発
電
で
は
あ
り
ま
す
が
、
設
置
に
太

陽
光
が
降
り
注
ぐ
広
い
面
積
を
必
要
と
す
る
た
め
に
自
然
破
壊
に
つ
な

が
る
と
言
う
、
二
律
背
反
す
る
難
し
い
問
題
で
す
。 

 

ま
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
こ
と
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
国
土
の
約
３
分
の
２
が
森
林
で
世
界
有
数
の
森

林
大
国
で
す
。
私
の
友
人
が
日
本
の
森
林
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用

す
れ
ば
ど
う
な
る
か
と
計
算
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
年
間
の
森
林

成
長
量
は
８
５
０
０
万
立
米
で
、
約
半
分
の
４
０
０
０
万
立
米
を
燃
料

と
し
て
活
用
で
き
た
と
す
る
と
１
０
０
兆
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
と
な
り
、
日
本
の

年
間
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
５
０
０
０
兆
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
の
わ
ず
か
２
％
に
し
か

な
ら
な
い
様
で
す
。
本
気
に
な
っ
て
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や

す
と
日
本
は
は
げ
山
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
と
自
然
破
壊
の
二
律
背
反
が
生
じ
ま
す
。（
仲
津
英
治

監
修
：
地
球
に
謙
虚
に
、
エ
ッ
セ
イ
＆
コ
メ
ン
ト
集
、
第
１
分
冊
、
Ｐ

２
９
７
、
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
と
限
界
、
三
恵
社
）。 

 

な
ん
で
も
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
一
途
に
進
め

る
と
何
か
別
の
こ
と
で
不
都
合
が
生
じ
ま
す
。
生
物
多
様
性
に
お
い
て

も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
多
く
の
生
物
が
い
る
か
ら
安
定
な
生
物
相
が
保

た
れ
る
と
思
い
ま
す
。
何
か
特
定
の
生
物
を
人
為
的
に
保
護
す
る
と
、

き
っ
と
問
題
が
生
じ
ま
す
。
系
の
安
定
に
は
多
く
の
要
素
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

地
球
温
暖
化
に
係
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
つ
い
て
、
日
本
は
２
０

３
０
年
ま
で
に
２
０
１
３
年
比
２
６
％
削
減
（
二
酸
化
炭
素
量
と
し
て

１
０
億
４
２
０
０
万
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
）
を
国
際
公
約
し
ま
し
た
。
約
９
割
を

占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
し
て
は
、
９
億
２

７
０
０
万
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
で
す
。
平
成
２
９
年
１
２
月
に
発
表
さ
れ
た
２
０

１
６
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
速
報
値
は
１
３
億
２
，
２
０

０
万
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
と
な
る
よ
う
で
す
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
あ
と
１
１
年

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
ど
の
程
度
の
省
エ
ネ
技
術
開
発
が
進
む
か
が

問
題
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
は
目
標
を
定
め
た
ら
そ

れ
に
向
か
っ
て
成
果
を
上
げ
る
の
が
得
意
で
す
。
若
い
人
に
は
研
究
や

技
術
開
発
の
分
野
で
頑
張
っ
て
頂
き
、
私
の
よ
う
な
年
寄
り
は
如
何
に

少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
暮
ら
す
か
の
省
エ
ネ
生
活
に
知
恵
を
絞
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

～ ２０３０年までにあと１１年 ～ 

省エネ生活に知恵を絞る 

理事長 安場 博 

 

 

TECA 
 

 

（上図は環境省ＨＰから引用） 

https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/warmbiz/
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/akari/
http://shinkyusan.com/
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/coolbiz/
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/green/
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/shoene-shomei/
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環境カウンセラー登録制度の活用について 栃木県庁を訪問・依頼してきました。 

TECA 副理事長 塩山房男 渡邊重宣 

 

環境省では、環境問題に対する理解を増進すると共に、その自主的な取組を促進することを目的として、

環境に関する専門的な知識と豊富な経験を有する方々に登録して頂く「環境カウンセラー登録制度」を平

成 8 年 9 月に創設し、現在に至っています。 

このたび、環境カウンセラーの一層の活用を図るための取組の一環として、「環境カウンセラー制度利活

用ガイドブック」が作成されました（NPO 法人環境カウンセラー全国連合会（以下 ECU という）への委託事

業）。このガイドブックを活用して、都道府県関係環境教育関係部署・機関並びに市町村の環境教育関係担

当部・課に対して、環境カウンセラー登録制度の周知を図ることになりました。 

ECU では、ガイドブックの作成と各都道府県・市町村への周知を全面受託し、各地域にある環境カウンセ

ラーの団体を通じて、各都道府県の環境教育担当部署へ訪問、制度の周知とアンケート調査を実施するこ

とになりました。ECU では、地球温暖化対策を含め環境行政の課題が多い中、環境カウンセラーの高齢化や

新規登録者の減少、全国的な活動の停滞を懸念し、国と連携して環境カウンセラー制度活用を推進すると

共に、協同して制度活用の広報を推進することになりました。 

当協会としても、ECU の考えに賛同し、塩山、渡邊理事の 2 名で、下記のとおり栃木県庁を訪問して来

ましたのでその状況についてお知らせいたします。 

記 

１．訪問日時  平成 30 年 2 月 28 日 15；00～ 

２．訪問場所  栃木県環境森林部 地球温暖化対策課、環境学習・保全活動担当 

挨拶；阿久津守男課長、対応者；大橋禎恵担当 GL、赤羽則臣担当技師 

３．訪問内容  ・環境カウンセラー協会の事業取組内容並びに取組可能な人材の紹介 

        ・利活用ガイドブックの関係機関・団体並びに市町村への配布依頼 

        ・環境カウンセラーに関するアンケート調査 

４． 結果内容  栃木県では、新年の挨拶廻りや TECA ニュースの配布を通じての情報提供、総会への

県担当者の来賓としての招待、各種環境審議会への参画、生物多様性アドバイザーや田んぼ周りの生き

物調査アドバイザー、県環境マネジメントシステムの審査員、ＥＡ２１普及推進スタッフ、エコイベン

トへの参画等について県の担当者も充分理解しており、今後とも県と TECA が連携していくことを確認す

ることが出来ました。 

なお、利活用ガイドブックの配布については、市町への 

環境カウンセラー活用紹介についても今後案内することを 

快諾頂きました。 

また、職員の環境カウンセラー認知度に関しては、 

多くの方が承知されており、県と環境カウンセラー協会は 

各種事業で充分連携しており、大きな問題は無いが、 

市町への働きかけは無かったので、今後は検討していく 

旨回答が得られました。 

環境カウンセラーの利活用促進に係る広報 

 

事業 

報告 

環境カウンセラー制度利活用ガイドブック（22ページ） 

環境省大臣官房環境経済課環境教育推進室作成 
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「工場緑化の新たな枠組み」というテ－マで事例を発表しました。 

TECA理事 市川恭治 
 

全国環境カウンセラ－協会が準備を進めてきた環境カウンセラ－ＥＳＤ学会第一回大会が、本年２月 17

日、新潟市新津の新潟薬科大学で開催されました。ＥＳＤとはいまから１０年以上前から準備が進められて

きたもので、Ｅ（Education）、Ｓ（Sustenable）、Ｄ（Dibelopment）の３つの言葉に代表、すなわち「持続

可能な社会をつくる人間をつくるための教育」を目指すものです。この学会の目的として、下記の３つの点

を上げています。 

１）学校教育、組織内教育、社会教育においてＥＳＤ（Ｓ

ＤＧｓ（＊１）を含む）を推進する教育者（Ｅducators）

を支援すると共に、教育者と協働してその学びを支

える地域の環境指導者を育成する。 

２）地域の多様なステ－クホルダ－がＧＡＰ（＊２）及び

国内実施計画に参加できるよう、その機会をコ－デ

ィネ－トする。 

３）上記にあらゆる場において活用するための、ＥＳＤ

推進の手引書や教材を作成する。 
 

学会では全国環境カウンセラ－協会理事長の佐々木氏 

の開会挨拶、学会会長である新潟薬科大学の寺木氏の挨 

拶の後、１４の事例発表が行われました。私も「工場緑化の新たな枠組み」というテ－マで発表しました。

発表内容は様々な分野に及び、各地の環境カウンセラ－協会を中心として熱心な議論がされました。 

その後、記念講演、パネルディスカッションと続き、設立記念イベントとして、各大学の学生を中心とし

た１３人の発表者に対するコンテストがあり、表彰が行われました。学会発表は年に１回行われる予定です。

栃木県でも教育者や教育機関に対するＥＳＤの普及と支援を活発化させることを通して、環境カウンセラ－

の活動の今後の大きな課題とすべきこと感じました。 

（＊１）ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）  
（＊２）ＧＡＰ：ESDに関するグローバル・アクション・プログラム（2013年の第 37回ユネスコ総会において採択） 

環境カウンセラーＥＳＤ学会 第１回大会が新潟で開催 

 

事業 

報告 

環境カウンセラ－ＥＳＤ学会役員  
左から、事務局長・編集委員長 庄司一也（徳山大学）、事務局次

長 小長谷幸史（新潟薬科大学）、副会長 久保田豊和（静岡県立

富岳館高等学校）、会長 寺木秀一（新潟薬科大学）、副会長 依田

浩敏（近畿大学）：第１回研究大会（新潟大会）会場にて 

（ECUホームページから引用） 第 1回大会パンフレット 

 第 1回大会パンフレット 
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みなさんの見学・旅行・
体験・イベント参加等お
出かけ情報を掲載してい
ます。～記事募集中～ 

                               

 
 私

た
ち
は
２
月
１
７
日
（
土
） 

と
ち
の
環
県
民
会

議
主
催
「
那
珂
川
町
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
熱

利
用
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
組
み
モ
デ
ル
事
業
」
の

見
学
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

 

那
珂
川
町
は
林
業
を
営
ん
で
い
る
町
で
す
。
日
本

の
国
土
の
６
８
％
を
占
め
る
豊
富
な
日
本
の
林
業
は
「
儲

か
ら
な
い
」
と
し
て
、
手
が
入
ら
ず
に
荒
廃
の
進
む
山
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
間
伐
さ
れ
た
木
は
価
値
が
な
い
と
さ

れ
、
そ
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 

 

こ
う
し
た
森
林
未
利
用
材
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と

熱
利
用
事
業
の
熱
源
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

雇
用
と
産
業
を
生
む
半
径
５
０
Ｋ
ｍ
の
経
済
圏
モ
デ
ル
を

実
践
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
廃
校
と
な
っ
た
中
学
校
跡
地
を
利
用
し
た
那

珂
川
製
材
所
（
写
真
１
）
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
（
写

真
２
）
と
工
場
で
発
生
す
る
「
余
剰
熱
」
を
利
用
し
た
ウ

ナ
ギ
の
養
殖
な

ど
を
見
学
、
そ

し
て
マ
ン
ゴ
ー

の
ハ
ウ
ス
栽
培

を
行
っ
て
い
る

地
域
産
業
、
燃

料
と
な
る
森
林

未
利
用
材
を
集

荷
す
る
「
木
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
よ
る
地

域
振
興
の
仕
組

み
な
ど
に
つ
い

て
廃
校
を
利
用
し
た
教
室
で
授
業
を
受
け
ま
し
た
。（
写
真

３
） 発

電
所
の
出
力
は
２
５
０
０
ｋ
Ｗ
で
３
０
０
ｋ
Ｗ
を
工

場
で
使
用
し
残
り
を
売
電
し
て
い
ま
す
。
発
電
量
は
、
一

般
家
庭
約
５
０
０

０
戸
分
を
発
電
し

て
い
ま
す
。
木
質

専
焼
で
燃
料
の
３

割
を
工
場
か
ら
の

製
材
残
渣
で
、
７

割
を
林
地
残
材
で

賄
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
木
の
駅
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
は
、

森
林
整
備
と
地
域

通
貨
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
目
的
に

自
治
体
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
の
仕
組
み

で
全
国
３
０
以

上
の
林
業
を
営

む
地
域
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

出
荷
登
録
者
が
、

今
ま
で
価
格
が

無
か
っ
た
根
曲

が
り
材
や
タ
ン

コ
ロ
（
写
真
４
）

とちの環県民会議主催 

那珂川町の木質バイオマス発電と熱利用による 

地方創生の取組みモデル事業を見学 

 

 

TECA 会員 

曽我部二郎 福島義隆 岡田正幸 齊藤好広（文責） 

写真１ 廃校を利用した製材所 

写真３ 廃校校舎で授業 写真２ バイオマス発電所 

 



5 
 

を
「
木
の
駅
」
に
出
荷
す
る
と
地
元
商
店
で
の
み
使
用
で

き
る
地
域
通
貨
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。
（
写
真
５
） 

搬
入
し
た
残
材
は
同
実
行
委
員
会
が
地
域
振
興
券
『
森
の

恵
』
を
搬
入

者
に
発
行
し

ま
す
。
同
券

は
町
内
の
登

録
店
で
利
用

が
で
き
ま
す
。 

木
質
焚
き

ボ
イ
ラ
ー
は
、

バ
イ
オ
マ
ス

先
進
国
の
ド

イ
ツ
社
製
を

導
入
し
、
樹

皮
や
含
水
率

の
高
い
木
質
で
も
燃
や
す
こ
と

が
で
き
、
そ
の
余
剰
熱
は
製
材

の
乾
燥
機
そ
し
て
地
元
産
業
に
、

う
な
ぎ
の
養
殖
や
熱
帯
フ
ル
ー

ツ
の
栽
培
に
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
。 

マ
ン
ゴ
ー
ハ
ウ
ス
栽
培
と
合
わ

せ
て
数
百
本
の
コ
ー
ヒ
ー
の
苗

も
育
て
て
お
り
、
日
本
最
北
の

完
熟
手
摘
み
コ
ー
ヒ
ー
で
す
。

バ
ナ
ナ
も
育
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。 

   

                               

                           
       

      
       

    
 

 

 
 

 

写真４ タンコロ木材 

ハウス栽培のマンゴー 

豪華リゾート列車ＪＲ四季島で食材として利用されています 

写真５ 地域の振興

券 

那珂川町バイオマス発電施設や

製材工場事業は、県内の㈱トーセ

ン及び県北木材協同組合そして地

域で運営されており、周辺半径５

０ｋｍの経済圏内に森林資源を循

環させた、林業がつくる環境調和

社会といえます。今回参加して県

内に素晴らしいモデル事例がある

ことを知りました。ぜひ見学され

ることをお薦めします。 

齊藤好広（文責） 

バナナの栽培 
ウナギの養殖 

コーヒーの赤い豆 ハウス栽培 

バイオマスは、英語の bio（生物資源） 

mass（量）を表しています。 

発電の燃料となるバイオマスは、いろいろな種

類があり、木質資源、下水汚泥、家畜糞尿、食

物残渣等の動植物から生まれた再生可能な有

機性資源を言います。 

石油、石炭なども、もともとは植物資源が変化

したものですが、作られるまでに長い年月がか

かるため、再生可能な資源とは考えません。 

バイオマスは、加工した固体燃料または発酵さ

せて回収したガスやエタノールを燃やすこと

でエネルギー（電気・熱）に変換します。この   

電気の部分がグリーン電力となります。                 
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栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
会
員 

● 

三
浦 

四
郎 

 

会員 
投稿 

 
 

 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
の
毒
性
に
つ
い
て

は
昭
和
４
３
年
の
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
緯
や
そ
の
毒

性
に
つ
い
て
の
説
明
は
略
し
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
事
業

者
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
の
概
要
を
ま
と

め
ま
し
た
。 

 

保
管
、
処
分
等
は
、「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
通
称
：
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
特
措
法
）」に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
し
、

そ
の
背
景
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条

約
）
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
絶
縁
油
等
と
し
て
意
図
し
て
使
用
し
て
い
る

ト
ラ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
安
定
器
等
、
汚
染
物
（
汚

泥
、
ウ
エ
ス
等
）、
廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
で
そ
の
濃
度
が
５
０
０
０

ｐ
ｐ
ｍ
超
の
も
の
を
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
、
非
意
図
的

で
は
あ
る
が
微
量
に
混
入
し
て
い
る
電
気
機
器
等
や
汚
染

物
で
そ
の
濃
度
が
０
．
５
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
５
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ

以
下
の
も
の
を
低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
と
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
特
別
管
理
産
業
廃
物
と
し
て
廃
棄
物
処

理
法
の
保
管
基
準
に
従
っ
た
保
管
と
と
も
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

物
特
措
法
に
よ
る
届
出
・
報
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
自

ら
か
ま
た
は
委
託
に
よ
っ
て
処
分
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
委
託
処
分
に
つ
い
て
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
と
低
濃

度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
対
応
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。 

尚
、
ト
ラ
ン
ス
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
安
定
器
等
に
つ
い
て

は
、
銘
板
で
メ
ー
カ
ー
、
型
式
等
の
確
認
、
メ
ー
カ
ー
へ

の
問
い
合
わ
せ
、
設
置
年
月
等
を
勘
案
し
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の

有
無
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
濃
度

測
定
に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

使
用
中
の
も
の
に
つ
い
て
調
べ
る
と
き
は
感
電
の
危
険

も
あ
り
ま
す
の
で
電
気
主
任
技
術
者
等
の
専
門
の
方
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◆ ◆ 

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物 

◆ 

中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

の
全
国
５
か
所
の
処
理
施
設
で
処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、地
域
ご
と
処
理
す
る
施
設
が
定
め
ら
れ
、

栃
木
県
に
事
業
場
を
有
す
る
場
合
は
北
海
道
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理

事
業
所
（
室
蘭
市
）
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
処
分

期
限
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

               

 
 

特
例
処
分
期
限
は
、
単
に
１
年
延
び
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
処
分
期
限
ま
で
に
処
分
が
で
き
な
い
場
合
、
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
の
処
理
委
託
が
確
実
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
を
県
知
事
（
宇
都
宮
市
は
市
長
）
へ
届
出
す

る
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

安定器、 

汚染物等 

トランス、 

コンデンサ－ 
 

平成 35 年 

3 月 31 日 

平成 34 年 

3 月 31 日 
処分期限 

平成 36 年 

3 月 31 日 

平成 35 年 

3 月 31 日 
特例処分期限 
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ま
た
、
現
在
使
用
中
の
ト
ラ
ン
ス
と
か
コ
ン
デ
ン
サ
ー

等
の
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
工
作
物
は
、
電
気
事
業
法

に
よ
り
そ
の
使
用
期
限
が
定
め
ら
れ
栃
木
県
に
事
業
場
を

有
す
る
場
合
は
平
成
３
４
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
使
用
廃

止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
用
を
廃
止
さ
れ
た
場
合

は
先
述
の
よ
う
に
特
別
管
理
産
業
廃
物
と
し
て
の
処
置
と

届
出
等
の
対
応
及
び
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
へ
の
手
続
き
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

処
分
料
金
の
詳
細
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
一
例
と
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
１
台
の
重

量
が
５
０
ｋ
ｇ
の
場
合
は
５
５
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

尚
、
申
請
に
よ
り
中
小
企
業
等
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
は
７
０
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。
中
小
企
業
等
の
要
件

は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点
と
し
て
は
、
規
模
要
件
に
該
当
し
て
も
大
企
業
の

出
資
比
率
が
５
０
％
以
上
の
場
合
は
、“
み
な
し
大
企
業
”

と
な
り
、
軽
減
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
処
理
料
金
に
は
収
集
運
搬
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
収
集
運
搬
は
北
海
道
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
所
へ
の
入

門
許
可
を
得
て
い
る
収
集
運
搬
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ

い
。
当
該
業
者
の
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

“
処
分
期
限
又
は
特
例
処
分
期
限
ま
で
に
処
分
し
な
か

っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
”
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
自

ら
が
処
理
施
設
を
設
け
て
処
分
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
当
然
、
莫
大
な
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
未
処
分
状
態
に
対
す
る
行
政
命
令

に
違
反
し
た
場
合
、
３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
，
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
罰
則
も
あ
り
ま
す
。 

 

計
画
的
な
費
用
手
当
も
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
し
、
今
か
ら
処
分
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
準
備
さ
れ

る
こ
と
を
薦
め
ま
す
。 

◆ ◆ 

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
へ
の
処
理
委
託
の
流
れ 

◆ 

問
い
合
わ
せ 

→
機
器
登
録
・
搬
入
荷
姿
登
録
申
請 

→
中
小
企
業
者
等
軽
減
制
度
に
よ
る
申
請 

→
処
分
委
託
契
約 

→
収
集
運
搬
業
者
と
の
委
託
契
約 

→
搬
入
日
程
の
調
整 

→
運
搬
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
発
行
）
→
搬
入
→
処
分 

→
完
了
後
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
か
ら
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
Ｄ
票
・
Ｅ
票
の
送
付 

 
 ※

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
問
い
合
わ
せ
窓
口 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
営
業
部
管
理
課 

 
 

電
話
：
０
３-

５
７
６
５-

１
９
３
５ 

 
・
登
録
は
、
廃
棄
物
に
限
ら
ず
使
用
中
の
も
の
で
も
で
き

ま
す
。 

・
処
分
費
用
は
原
則
と
し
て
搬
入
前
の
支
払
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
分
割
払
い
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

・
積
み
込
み
か
ら
運
搬
、
搬
入
ま
で
の
手
順
は
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物
収
集
運
搬
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
ま
す
。 

・
収
集
運
搬
費
用
は
収
集
運
搬
業
者
へ
支
払
い
ま
す 

・
処
分
委
託
契
約
締
結
後
２
０
日
以
内
に
、
県
知
事
（
宇

都
宮
市
は
市
長
）
に
「
処
分
終
了
届
出
書
」
を
提
出
し

ま
す
。 

◆ ◆ 

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物 

◆ 

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
許
可
を
有
す
る
収
集
運
搬
業
者
及
び

無
害
化
処
理
認
定
を
受
け
て
い
る
処
分
業
者
と
委
託
契
約

を
締
結
し
、
処
分
を
行
い
ま
す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
発
行

等
の
一
連
の
流
れ
は
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
適
正
に
行
い

ま
す
。 

 

積
み
込
み
か
ら
運
搬
、
搬
入
ま
で
の
手
順
は
「
低
濃
度

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
収
集
運
搬
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
よ
り
ま
す
。 

処
分
期
限
は
平
成
３
９
年
３
月
３
１
日
で
す
。 

  

●
期
限
ま
で
に
処
分
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
リ
ス

ク
が
甚
大
で
す
。 

●
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管
状
況
の
届
出
を
さ
れ
て

い
る
場
合
は
処
分
期
限
を
よ
く
承
知
さ
れ
、
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
は
処
分
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。 

●
倉
庫
等
に
放
置
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
や
コ
ン
デ
ン

サ
ー
等
が
な
い
か
、
今
一
度
、
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。 

  

以
上
は
概
要
で
あ
り
、詳
細
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、栃
木
県
、

日
本
電
機
工
業
会
等
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

使
用
中
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
ま
た
は
そ
の
恐
れ
の
あ
る
電
気

機
器
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
電
気
事
業
法
の
規
定
を

よ
く
調
べ
ら
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

最
後
に
、
会
員
は
も
と
よ
り
読
者
の
方
々
に
は
関
係
す

る
事
業
所
等
へ
『
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
が
知
っ
て
い
る
か
』

と
一
声
か
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

 
 
 

 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
会
員 

● 

秋
場 

泉
介 

 

会員 
投稿 

 
 

 

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

と

は(Sustainable
 

Development
 

Goals 

：
持
続
可
能
な
開
発
目
標)

の
略
称
で
エ
ス
・
デ

ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
と
発
音
し
ま
す
。
２
０
１
５
年
９
月
に
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
１
９
３
の
国
連
加
盟
国
に
よ
っ
て
２
０
１

６
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の
１
５
年
間
で
達
成
す
る
た

め
の
１
７
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
採
択
さ
れ
、
運
用
期
間
に
入

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
現
状
は
広
く
周
知
さ
れ
、
運
用
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

こ
の
目
標
達
成
に
向
け
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
と
い
っ

た
各
主
体
が
理
解
し
行
動
出
来
れ
ば
、
現
在
顕
在
化
し
て

い
る
様
々
な
課
題
が
解
決
に
向
け
て
前
進
し
て
い
く
と
考

え
ま
す
。 

 

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
係
わ
り
と
し
て
、
ま
ず
市
民
部

門
と
し
て
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ(

環
境
教
育)

と
の
連
携
が
必
須
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
関
わ
っ
て
い
る

環
境
保
全
活
動
に
お
い
て
、
個
別
の
環
境
保
全
活
動
が
展

開
さ
れ
、一
定
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
体
を
理
解
し
た
上
で
個
別
の
環
境
保
全
活
動

が
展
開
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
関
連
す
る
団
体
と

協
働
を
行
っ
た
り
と
い
っ
た
活
動
が
出
来
れ
ば
現
状
よ
り

更
に
活
動
の
成
果
が
高
ま
る
事
が
期
待
で
き
ま
す
。
事
業

者
部
門
と
し
て
は
企
業
活
動
を
通
じ
て
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

２
１
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
が
運

用
さ
れ
、
環
境
活
動
レ
ポ
ー
ト
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
な
ど

運
用
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
場
面
で
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
て
指
導
助
言
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
未
来
に
つ
な

げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ビ
ジ
ネ
ス
や
日
刊
工
業
新
聞
、
環
境
新

聞
な
ど
の
記
事
か
ら
は
大
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
者
の
間
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解
は
深
ま
っ
て
き
て
い
る
と
推
察
さ
れ

ま
す
が
、
経
営
者
や
中
小
企
業
に
お
い
て
は
理
解
浸
透
に

現
状
で
は
大
き
な
課
題
が
あ
り
、
大
企
業
に
お
い
て
も
経

営
層
の
理
解
不
足
か
ら
多
く
の
企
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
運
用

に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
自
身

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
努
力
が
必
要
と
考

え
ま
す
。 

 

 

 
 

 

上図：SDGｓロゴ 
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6.1 2030 年までに、すべての人々の、安全で安価な飲料水の普遍的かつ衡平なアクセスを達成する。  

6.2 2030 年までに、すべての人々の、適切かつ平等な下水施設・衛生施設へのアクセスを達成し、野

外での排泄をなくす。女性及び女児、ならびに脆弱な立場にある人々のニーズに特に注意を払う。  

6.3  2030 年までに、汚染の減少、投棄の廃絶と有害な化学物・物質の放出の最小化、未処理の排水の

割合半減及び再生利用と安全な再利用の世界的規模で大幅に増加させることにより、水質を改善する。  

6.4  2030 年までに、全セクターにおいて水利用の効率を大幅に改善し、淡水の持続可能な採取及び供

給を確保し水不足に対処するとともに、水不足に悩む人々の数を大幅に減少させる。  

6.5  2030 年までに、国境を越えた適切な協力を含む、あらゆるレベルでの統合水資源管理を実施する。  

6.6  2020 年までに、山地、森林、湿地、河川、帯水層、湖沼を含む水に関連する生態系の保護・回復

を行う。 

6.a  2030 年までに、集水、海水淡水化、水の効率的利用、排水処理、リサイクル・再利用技術を含む開

発途上国における水と衛生分野での活動と計画を対象とした国際協力と能力構築支援を拡大する。  

6.b  水と衛生の管理向上における地域コミュニティの参加を支援・強化する。 

１
７
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
全
体
像
を
把

握
し
た
上
で
、「
目
標
６
：
す
べ
て
の
人
々
に
水
と
衛
生
の

利
用
可
能
性
と
持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
す
る
。」「
目
標

７
：
す
べ
て
の
人
々
の
、
安
価
か
つ
信
頼
で
き
る
持
続
可

能
な
近
代
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す

る
。」「
目
標
１
１
：
包
摂
的
で
安
全
か
つ
強
靭(

レ
ジ
リ
エ

ン
ト
）で
持
続
可
能
な
都
市
及
び
人
間
居
住
を
実
現
す
る
。」

「
目
標
１
２
：
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保
す
る
。」

「
目
標
１
３
：
気
候
変
動
及
び
そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た

め
の
緊
急
対
策
を
講
じ
る
。」「
目
標
１
４
：
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
に
海
洋･

海
洋
資
源
を
保
全
し
、持
続
可
能
な

形
で
利
用
す
る
。」「
目
標
１
５
陸
域
生
態
系
の
保
護
、
回

復
、
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
、
持
続
可
能
な
森
林
の
経

営
、砂
漠
化
へ
の
対
応
、な
ら
び
に
土
地
の
劣
化
の
阻
止
、

回
復
及
び
生
物
多
様
性
の
損
失
を
阻
止
す
る
。」の
７
つ
の

目
標
並
び
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
環
境
に
関
す
る
目

標
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
捉
え
る
事
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
ら
の

目
標
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
、
課
題
を
決
定
し
、
目
標

を
設
定
、
各
主
体
同
士
が
協
力
し
行
動
、
結
果
の
報
告
、

公
表
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
、
こ
れ
ら

の
行
動
を
常
に
継
続
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
達
成
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ま

す
。
つ
ま
り
ゴ
ー
ル
を
明
確
に
し
つ
つ
、
短
期
の
タ
ス
ク

を
明
確
化
し
て
結
果
確
認
と
更
な
る
改
善
を
実
施
す
る
こ

と
で
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
成
果
が
上
が
っ
て
い
く
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
市
民
活
動
や
環
境
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）、

事
業
者
・
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
い
っ
た
取
組
・
活
動
に

お
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
解
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
、
課

題
抽
出
、
目
標
設
定
、
具
体
的
取
組
み
、
取
組
結
果
に
対

す
る
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
各
場
面
で
、

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
貢
献
し
て
い
く
必
要
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

例
示
と
し
て
目
標
６
並
び
に
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
記
載

し
ま
す
。 

                          
 

 

 

最
後
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
壮
大
な
目

標
で
自
分
た
ち
で
の
取
組
で
は
成
果
が
上
が
ら
な
い
の
で

は
と
考
え
て
い
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は
そ
の
考
え
方
を
変
え 

 
 
 
 
 

 
 
 

て
み
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

微
力
で
も
、
取
組
を
行
動
と
し
て
起
こ
し

て
い
く
事
で
大
き
な
潮
流
と
な
り
、
結
果

と
し
て
目
指
す
べ
き
社
会
の
実
現
が
達
成

で
き
る
と
確
信
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 

引
用
文
献･

資
料
：
公
益
財
団
法
人 

日
本

ユ
ニ
セ
フ
協
会 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
未
来
に
つ

な
げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ビ
ジ
ネ
ス
【
一
般
財
団
法

人 

グ
ロ
ー
バ
ル･

コ
ン
パ
ク
ト･

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク･

ジ
ャ
パ
ン(

Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ)

公
益
財
団
法
人

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関(

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ)

】 

      

 
目標 6. すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する  

写真は SDGs が採択されたときに、国連の壁にプロジェク

ションマッピングでお祝いをした模様を写したものです。 

（https://imacocollabo.or.jp/about-sdgs/より引用） 

https://imacocollabo.or.jp/about-sdgs/
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地
球
も
つ
ら
い
よ
！ 

～
加
速
す
る
気
候
変
動
対
策
！
～ 

 
 
 

 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
会
員 

● 

近
藤 

和
雄 

       

◆ ◆ 

２
つ
の
地
球
環
境
時
計 

◆  

そ
の
１
「終
末
時
計
（Do

om
sday C

lo
c
k

）」が
最
短
に
！ 

米
誌
「
ブ
レ
テ
ィ
ン
・
オ
ブ
・
ジ
・
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ツ
」
は
２
０
１
８
年
１
月
２
５
日
、
人
類

に
よ
る
地
球
破
壊
ま
で
の
残
り
時
間
を
比
喩
的
に
示
す

「
終
末
時
計
（Doomsday Clock

）」
が
３
０
秒
進
み
、
１

９
５
３
年
と
並
び
過
去
最
短
の
残
り
、「
２
分
」
だ
と
発
表

し
ま
し
た
。（
こ
の
時
刻
は
過
去
１
年
の
出
来
事
を
踏
ま
え
、

進
め
た
り
・
戻
し
た
り
、
毎
年
こ
の
時
期
に
発
表
し
て
い

ま
す
） 

昨
年
１
月
に
は
前
年
の
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
誕
生
し

た
こ
と
や
、
同
氏
の
核
兵
器
や
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
発

言
、
地
球
規
模
で
悪
化
す
る
治
安
状
況
な
ど
を
理
由
と
し

て
、
終
末
時
計
の
針
は
残
り
２
分
３
０
秒
を
指
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
米
国
と
当
時
の
ソ
連
と
の
間
で
水
爆
開

発
に
向
け
た
核
実
験
競
争
が
過
熱
、
残
り
が
最
も
短
か
っ

た
１
９
５
３
年
の
「
２
分
」
に
次
ぎ
、
５
４
年
以
降
で
は

最
も
短
く
な
り
ま
し
た
。 

国
際
関
係
・
科
学
・
環
境
・
安
全
保
障
の
各
分
野
の
識

者
グ
ル
ー
プ
が
発
行
す
る
同
誌
は
声
明
で
、「
２
０
１
７
年
、

世
界
の
指
導
者
が
迫
り
来
る
核
戦
争
や
気
候
変
動
の
脅
威

に
対
し
効
果
的
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、
世
界
の

安
全
保
障
状
況
は
１
年
前
よ
り
も
危
険
性
が
増
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
危
険
が
高
ま
っ
た
の
は
第
２
次
世
界
大
戦
以
来
の

こ
と
」
だ
と
説
明
。［
参
考
：
【
２
０
１
８
年
１
月
２
６
日 

Ａ
Ｆ
Ｐ
】
］ 

そ
の
２
「環
境
危
機
時
計
が
示
す
地
球
環
境
の
悪
化
」 

 

旭
硝
子
財
団
は
世
界
の
環
境
有
識
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

に
、
地
球
環
境
の
悪
化
に
伴
っ
て
人
類
存
続
に
対
し
て
抱

く
危
機
感
を
時
計
の
針
で
表
示
（
０
時
か
ら
１
２
時
で
表

示
）
す
る
「
環
境
危
機
時
計®

」
を
独
自
に
設
定
し
、
１
９

９
２
年
か
ら
毎
年
危
機
感
の
認
識
調
査
を
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
は
、
昨
年
よ
り
２
分
進

み
世
界
平
均
時
刻
は
９
時
３
３
分
と
な
り
、
こ
れ
は
「
極

め
て
不
安
」
な
時
間
帯
で
あ
る
と
、
２
０
１
７
年
９
月
８

日
に
発
表
し
ま
し
た
。 

 

因
み
に
、
こ
れ
は
２
０
０
８
年
と
並
び
こ
れ
ま
で
で
最

も
危
機
感
が
高
い
時
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由

と
し
て
は
、「
米
大
統
領
選
の
結
果
と
そ
の
後
の
政
治
的
動

向
を
反
映
さ
れ
た
」
と
し
、
具
体
的
に
は
大
統
領
の
『
パ

リ
協
定
離
脱
宣
言
』
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
か
ら
は
、
危
機
要
素
と

し
て
の
第
１
位
は
気
候
変
動
、
第
２
位
が
生
物
多
様
性
、

第
３
位
が
水
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

［
参
考
：
日
本
経
済
新
聞
、
旭
硝
子
財
団
Ｈ
Ｐ
、

一
般
社
団
法
人
環
境
金
融
研
究
機
構
Ｈ
Ｐ
］ 

◆ ◆ 

気
候
変
動
へ
の
適
応
分
野
と
、 

◆ 
 
 
 

予
想
さ
れ
る
気
候
変
動
の
影
響 

気
候
変
動
の
影
響
で
、
死
者
が
出
る
規
模
の
熱
波
や
ハ

リ
ケ
ー
ン
、
干
ば
つ
や
洪
水
な
ど
が
近
年
、
そ
の
激
し
さ

と
発
生
頻
度
を
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ
て
い
る
と
す
る
報
告

書
を
、
国
連
（
Ｕ
Ｎ
）
の
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
が

２
０
１
６
年
１
１
月
８
日
に
発
表
。 

 

モ
ロ
ッ
コ
・
マ
ラ
ケ
シ
ュ
（
Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ａ
ｋ
ｅ
ｓ
ｈ
）

で
開
催
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）

第
２
２
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
２
）
に
合
わ
せ
て
発

表
さ
れ
た
報
告
書
は
、
２
０
１
１
か
ら
１
５
年
に
発
生
し

た
重
大
な
異
常
気
象
事
象
の
５
０
％
以
上
人
為
的
な
地
球

温
暖
化
の
明
白
で
顕
著
な
特
徴
を
示
す
も
の
だ
っ
た
と
指

摘
し
て
い
る
。 

［
出
典
元
：
２
０
１
６
年
１
１
月
９
日
【
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
】］ 

こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
に
よ
り
、
我
々
の
生
活
に
及
ぼ

す
具
体
的
な
影
響
に
つ
い
て
は
、
次
表
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

会員 
投稿 
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［
影
響
事
例
の
１
］
水
産
業
：
生
態
系
の
変
化 

 

温
暖
な
海
域
に
生
息
し
、
東
北
の
三
陸
沿
岸
に
は
い
な

い
と
さ
れ
た
イ
セ
エ
ビ
が
、
岩
手
県
山
田
町
の
沖
合
で
捕

獲
さ
れ
た
。［
出
典
元
：
２
０
１
６
年
１
２
月
３
日 

河
北
日
報
］ 

［
影
響
事
例
の
２
］
自
然
災
害
：
豪
雨 

 

地
球
温
暖
化
が
進
む
と
海
水
の
温
度
上
昇
が
進
む
こ
と

に
つ
な
が
り
、
こ
れ
に
よ
り
海
面
か
ら
の
水
蒸
気
の
量
が

増
加
す
る
こ
と
で
雲
の
量
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
山
沿

い
は
こ
の
雲
に
よ
り
雨
が
降
り
や
す
く
な
る
。
こ
の
水
蒸

気
は
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
水
蒸
気
が

発
生
し
た
台
風
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ
と
に
な

り
、
よ
り
台
風
の
大
型
化
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
と
は
異
な
り
「
予
測
不
能
な
」
天
候
状
態
に

環
境
が
変
化
し
て
い
る
。 

［
影
響
事
例
の
３
］
自
然
災
害
：
強
力
サ
イ
ク
ロ
ン 

 

南
太
平
洋
の
島
国
ト
ン
ガ
で
２
０
１
８
年
２
月
１
２
日
、

強
力
な
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ジ
ー
タ
」
の
直
撃
に
備
え
、
非
常

事
態
が
宣
言
さ
れ
た
。
ま
た
首
都
ヌ
ク
ア
ロ
フ
ァ
で
は
夜

間
外
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
。
ジ
ー
タ
は
現
在
、
風
速
お

よ
そ
７
６
ｍ
の
勢
力
で
、
ト
ン
ガ
で
最
多
の
人
口
を
抱
え

る
ト
ン
ガ
タ
プ
島
東
部
沖
に
位
置
し
て
い
る
。
ジ
ー
タ
は

す
で
に
隣
国
の
サ
モ
ア
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
て
お 

 
り
、
フ
ィ
ジ
ー
の
気
象
当
局
に
よ
る
と
、
１
２
日
夜
に
ト

ン
ガ
に
上
陸
す
る
前
の
段
階
で
、
サ
イ
ク
ロ
ン
の
勢
力
は

最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
５
に
達
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
い

る
。［
出
典
元
：
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
Ｂ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

２
０
１
８
．
０
２
．
１
２ 

【
Ａ

Ｆ
Ｐ
＝
時
事
】
］ 

◆ ◆ 

極
端
な
異
常
気
象
は
社
会
的
な
リ
ス
ク
に
！ 

◆ 

極
端
な
異
常
気
象
に
つ
い
て
は
そ
の
も
の
自
体
が
大
き

な
社
会
的
な
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
の
世
界

で
の
受
け
止
め
方
は
以
下
の
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
年
々

そ
の
危
機
認
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

               

◆ ◆ 

気
候
変
動
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
先
端
に 

◆ 

 

気
候
変
動
に
よ
る
大
規
模
自
然
災
害
対
策
は
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
対
策
に
も

Ａ
Ｉ
の
導
入
や
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
活
用
が
急
速
に
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
大
き
な
被
害
を
招
く
台
風
・

ハ
リ
ケ
ー
ン
（
サ
イ
ク
ロ
ン
）、
竜
巻
、
雹
、
砂
嵐
等
の
予

測
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
、
事
前
の
警
報
発
令
に

よ
っ
て
可
能
な
限
り
の
防
御
な
ど
行
な
い
、
被
害
を
回
避

（
軽
減
化
）
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
も
の
で
、
そ
の
ビ

ッ
ク
デ
ー
タ
の
収
集
先
は
一
般
ユ
ー
ザ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
か
ら
の
デ
ー
タ
も
活
用
の
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
向
け
、

私
た
ち
の
身
近
な
場
所
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
も
よ
り
進
み

ま
す
。 

適応の分野 予測される気候変動による影響 

農業・森林

業・水産業 

農 業 

米穀の一等米の占める比率の低下 

林檎等の着色不良、栽培適地の北上 

病害虫の発生増加や分布域の拡大 

森林業 山地災害発生頻度の増加、激甚化 

水産業 マイワシ等の分布回遊範囲の変化（北方等への移動等） 

水 
水環境 水質の悪化 

水資源 無降水日数の増加や積雪量の減少による渇水の増加 

自然 生態系 各種生態系 ニホンシカの生息域の拡大、造礁サンゴの生育適域の減少 

自然 災害 

水 害 
大雨や短時間強雨の発生頻度の増加と大雨による降水量の増大に伴な

う水害の頻発化・激甚化 

高潮・高波 
海面上昇や強い台風・ハリケーン・サイクロンの増加等による浸水被

害の拡大、海岸侵食の増加 

土砂災害 土砂災害の発生頻度の増加や計画規模を超える土砂移動現象の増加 

健 康 
暑 熱 夏季の熱波の増加、熱中症搬送患者数の倍増 

感染症 感染症を媒介する節足動物の分布域の拡大 

産業・経済 金融・保険 保険損害の増加 

生 活 
インフラ＆ライフライン 短時間強雨や渇水頻度の増加等によるインフラ、ライフプランへの影響 

ヒート・アイランド 都市域でのより大幅な気温の上昇 

[環境省資料をベースに作成] 

［発生する可能性の高いグローバル・リスクの上位５位］ 

 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 

１ 所得格差 
重要な地域
に関する国
家間の対立 

大規模な 
強制移住 

極端な 
異常気象 

２ 
極端な 
異常気象 

極端な 
異常気象 

極端な 
異常気象 

大規模な 
強制移住 

３ 
失業及び 
不完全雇用 

国家統治の
失敗 

気候変動の
緩和と適応
の失敗 

大規模 
自然災害 

４ 気候変動 
国家の崩壊
又はその危
機 

重要な地域
に関する国
家間の対立 

テロ攻撃 

５ 
サイバー 
攻撃 

構造的な失
業及び不完
全雇用 

重要な自然
環境の大規
模破壊 

データの 
詐欺／盗用 

［出典元：環境省が「世界フォーラムから作成したレポートから部分用」］ 
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写真２ 静岡大学につくられたビオトープ② 

◆ ◆ 

は
じ
め
に 

◆  

 

自
然
環
境
の
保
全
と
自
然
環
境
教
育
の
代
表
と
さ
れ
る

ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
今
や
誰
も
が
知
る
手
法
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
私
も
現
在
、
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

ズ
で
、
蝶
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

 

私
が
ビ
オ
ト
ー
プ
に
関
わ
り
始
め
た
の
は
、
今
か
ら
４

０
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
静
岡
大
学
に
は
、
教

育
学
部
に
我
が
国
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
創
始
者
と
も
い
え
る

杉
山
恵
一
教
授
が
い
た
。
私
は
農
学
部
だ
っ
た
の
で
学
部

は
異
な
る
が
、
今
日
の
私
の
目
指
す
こ
と
や
考
え
方
な
ど

に
共
通
性
が
多
い
。
む
し
ろ
先
生
の
弟
子
と
し
て
、
様
々

な
活
動
を
手
伝
っ
て
き
た
と
い
う
ほ
う
が
正
し
い
。
先
生

の
自
然
保
護
協
会
の
静
岡
県
支
部
長
時
代
に
は
、
ダ
ム
建

設
や
ゴ
ル
フ
場
開
発
に
対
し
て
“
む
し
ろ
旗
”
を
持
っ
て

反
対
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
だ
の
反
対
す
る
立
場
で

は
な
く
、
学
者
ら
し
く
学
問
研
究
の
立
場
で
理
詰
め
の
対

応
で
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
大
井
川
で
計
画

さ
れ
て
い
た
長
島
ダ
ム
建
設
で
は
、
工
事
事
務
所
の
所
長

と
の
交
渉
で
、
３
か
年
の
現
地
調
査
、
し
か
も
蘚
苔･

地
衣

類
・
キ
ノ
コ
類
・
土
壌
動
物
を
含
む
徹
底
し
た
生
き
物
調

査
、
全
標
本
の
永
久
保
存
、

記
録
と
し
て
の
学
術
報
告
書

の
作
成
、
ダ
ム
完
成
後
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
約
束
し
、
実

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
自
然
環

境
復
元
学
会
を
創
設
し
て
多

様
な
自
然
環
境
の
復
元
を
目

指
す
学
問
を
結
集
し
た
。
そ

の
一
方
、
昆
虫
に
つ
く
冬
虫

夏
草
の
よ
う
な
“
ラ
ブ
ー
ル

ベ
ニ
ヤ
菌
”
や
ウ
メ
ノ
キ
ゴ

ケ
に
代
表
さ
れ
る
地
衣
類
の

研
究
、
こ
の
地
衣
類
を
使
っ

た
大
気
汚
染
の
研
究
（
私
の

卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は
樹
木
を
使
っ
た
大
気
汚
染
の
研
究
）

な
ど
。
ま
た
多
く
の
著
書
が
あ
り
、
晩
年
は
自
然
を
扱
っ

た
絵
画
の
個
展
が
開
か
れ
た
り
も
し
た
。
根
っ
か
ら
の
自

然
愛
好
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
象
徴
的
な
実
績
は
、

静
岡
大
学
の
構
内
で
当
時
事
例
が
な
か
っ
た
ビ
オ
ト
ー
プ

を
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
写

真
１
・
２
）。 

 

◆ ◆ 

ビ
オ
ト
ー
プ 

◆ 

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
生
物
の
生
息
場
所
を
意
味
す
る
ド
イ

ツ
生
ま
れ
の
概
念
で
あ
る
。
ビ
オ
ト
ー
プ
は
生
物
学
の
用

語
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
自
然
保
護
局
で
は
ビ
オ
ト
ー
プ
を

「
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
生
物
群
。
す
な
わ
ち
生
物
社
会

（
一
定
の
組
み
合
わ
せ
の
種
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
生
物

群
集
）
の
生
息
空
間
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。 

 

  

生
物
多
様
性
と
は
何
か 

そ
の
２
６ 

 
 
 

 
 

― 
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
？ 

― 

 
 
 
 
 
 
 

 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
理
事 

● 

市
川 

恭
治 

会員 
投稿 

写真１ 静岡大学につくられたビオトープ① 
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推
進
者
の
努
力
も
あ
り
、に
わ
か
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
、

各
地
に
ビ
オ
ト
ー
プ
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
ビ
オ
ト
ー
プ
協
会
と
い
う
団
体
が

が
つ
く
ら
れ
、
後
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
が
役
所
か
ら

仕
事
を
受
注
す
る
た
め
の
資
格
ま
で
に
な
っ
た
。 

 

当
初
は
地
元
静
岡
の
一
部
の
造
園
業
者
な
ど
が
金
儲
け

に
な
る
と
し
て
様
々
な
道
具
や
手
法
を
開
発
さ
れ
『
東
京

の
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
』
で
開
催
さ
れ
た
『
ビ
オ
ト
ー
プ
展
』

な
ど
で
は
、
様
々
な
製
品
や
手
法
が
目
白
押
し
で
、
小
規

模
の
も
の
で
も
完
成
ま
で
に
１
５
０
０
万
円
ぐ
ら
い
か
か

る
と
い
っ
た
相
場
も
で
き
た
。
当
時
の
私
に
も
ビ
オ
ト
ー

プ
建
設
に
関
す
る
多
数
の
相
談
が
あ
っ
た
が
、
私
の
主
張

は
、“
我
が
国
に
は
ビ
オ
ト
ー
プ
は
必
要
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
よ
う
に
戦
争
や
乱
開
発
に
よ
り
自
然
が
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
国
々
で
は
、
自
然
そ
の
も
の
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
日
本
に
は
優
れ
た
自
然
は
ど
こ
に
で
も
あ

り
、
多
額
の
お
金
を
か
け
て
自
然
を
つ
く
る
の
は
ナ
ン
セ

ン
ス
と
考
え
た
。
現
在
の
ビ
オ
ト
ー
プ
の
多
く
は
水
辺
が

つ
く
ら
れ
、
傾
斜
を
持
た
せ
て
流
れ
を
つ
く
る
。
ヨ
シ
・

ガ
マ
な
ど
の
水
草
を
植
栽
し
、
そ
れ
ら
し
い
形
が
で
き
あ

が
る
。
水
辺
が
で
き
れ
ば
ト
ン
ボ
な
ど
が
や
っ
て
き
て
ビ

オ
ト
ー
プ
ら
し
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
ア
オ

コ
が
大
発
生
し
て
途
中
で
あ
き
ら
め
て
放
棄
さ
れ
る
。
ま

た
ア
オ
コ
の
除
去
や
水
・
土
壌
の
入
れ
替
え
な
ど
で
、
手

間
と
予
算
が
か
か
る
。
ど
う
も
本
物
の
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は

異
質
な
も
の
の
よ
う
に
思
え
た
。 

 

◆ 
 

◆  

学
校
ビ
オ
ト
ー
プ 

◆ 
 
 

 

当
時
私
が
関
わ
っ
た
静
岡
市
の
常
葉
短
期
大
学
で
は
、

ビ
オ
ト
ー
プ
の
造
成
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
造

成
後
、
大
量
の
“
ア
オ
コ
”
が
発
生
し
、
水
面
を
す
っ
か

り
覆
っ
て
し
ま
っ
た
（
写
真
３
）。
人
力
で
除
去
し
て
も
多

勢
に
無
勢
で
あ
ま
り
効
果
が
な
か
っ
た
。
水
を
循
環
し
続

け
、
人
力
で
“
ア
オ
コ
”
を
と
り
続
け
れ
ば
ア
オ
コ
は
減

少
す
る
が
、
水
質
や
土
壌
に
含
ま
れ
る
窒
素
や
リ
ン
な
ど

の
栄
養
分
に
“
ア
オ
コ
”
は
発
生
続
け
る
。
ア
オ
コ
が
完

全
に
除
去
す
る
に
は
３
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
年
月
が

か
か
る
。
こ
の
“
ア
オ
コ
”
に
よ
る
景
観
悪
化
と
夏
季
な

ど
に
発
生
す
る
悪
臭
で
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
を
あ
き
ら
め

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
こ
で
水
の
改
質
が
開
発
中

の
水
の
改
質
（
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
緑
化
工
法
）
を
提

案
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
写
真
５
） 

                   

こ
の
工
法
を
実
施
後
、
ア
オ
コ
は
次
々
と
消
滅
し
、
数
ヶ

月
で
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。
ま
た
放
流
し
た
メ
ダ
カ
が
増
加
し

た
。
そ
し
て
こ
の
学
校
が
応
募
し
た
“
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ

コ
ン
ク
ー
ル
”
で
、
審
査
員
特
別
賞
で
あ
る
「
日
本
生
態

系
協
会
会
長
賞
」
を
受
賞
し
た
。
な
ぜ
特
別
賞
か
と
い
う

と
、
参
加
の
主
体
は
ほ
と
ん
ど
小
学
校
の
た
め
、
短
期
大

学
は
唯
一
の
応
募
で
あ
り
、
技
術
的
に
は
飛
び
ぬ
け
た
も

の
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

 

 

水
の
改
質
（
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
緑
化
工
法 

に
つ
い
て
は
、
次
号
に
続
く
。 

 

写真４ 完成形のビオト－プ     写真３ アオコが大発生 

写真５ バイオテクノロジ－緑化工法   
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紹介する本は、宮沢輝夫編著「大人になった虫とり少年」朝日出版

社です。宇都宮市東図書館開館 25 周年記念の「ヘルマン・ヘッセ昆

虫展、少年の日の思い出」という展示会が開かれ、見に行った。ヘル

マン・ヘッセはドイツの小説家で「車輪の下」や「デミアン」などが

有名です。その展示会で見つけた本が、「大人になった虫とり少年」

です。 

 

 この本は、著者の宮沢輝夫氏が日本の著名な昆虫の収集家にインタ

ビューし、編集した本です。インタビューを受けた昆虫収集家は、養

老孟司氏、白川英樹氏、福岡伸一氏、北杜夫氏、はじめ 13 名の日本

を代表する文化人であり、学者でありと多彩な顔触れです。子供の頃

の昆虫採集の思い出などを中心に語られ、今でもそれらの昆虫標本や

絵を保存しておられるようです。東京大学名誉教授の養老孟司氏は、

箱根に自身の収集品を集めた博物館のような「養老昆虫館」を持って

おられる。作家の北杜夫氏は「どくとるマンボウ昆虫記」を書き、そ

れを具現化した「どくとるマンボウ昆虫展」には、栃木県庁職員の新

部公亮氏が企画運営され、矢板市の県民の森に「マロニエ昆虫館」を

オープンさせたとも記載されております。栃木県環境カウンセラーの

方でお知り合いもいるのではないかと思います。ノーベル賞を受賞した白川英樹氏へのインタビューで、著者が昆

虫を好きな理由を尋ねた時、「だって、きれいじゃないですか！」と言ったという。昆虫へのあこがれは、まさにそ

の一言に尽きると思われます。昆虫は、カブトムシやクワガタムシのような甲虫の種類が多く、ルリボシカミキリ

のようなきれいな虫もいますが、美しさでいえばやはりチョウ類が一番だと思います。チョウとガの仲間を鱗翅目

(りんしもく)と言って、この本でもチョウの話題が一番多く記載されています。トンボやセミはこの本ではあまり

話題になっていません。 

 アメリカ人詩人のアーサー・ビナード氏へのインタビューがあり、アメリカにも昆虫少年はいるという。昆虫少

年を英訳すると、「Insect Buff」とか、「Insect enthusiast」とか「Insect admirer」になるようです。日本での

昆虫趣味は明治時代、軽井沢や日光などの避暑地に滞在した外国人や華族などに起源を持つようで、昭和初期に昆

虫少年が一般化し始めたのではないかと記載しています。 

 読売新聞ホームページに連載していた時、ある女性が「なんてヘンテコなオジサンたち！」とつぶやいたそうだ。

大の大人が捕虫網をもって虫取りに夢中になるのは外から見れば、そうなるのだろう。しかしこの本に登場するお

歴々は「現代日本を代表する知識人、碩学なんだよ」と書く。更に「私はインタビューを通じ、初めて知った事実

も多かったのですけれど、例えば私生活では少なからずが、離婚・再婚者であられるなど、社会からの有形無形の

圧力をモノともせず、我が道をゆく人たちなのでした」と書く。やっぱりヘンなオジサンたちか？TECA にも「大人

になった昆虫少年」は何人かいますね。 

  

本の構成は、プロローグ：昆虫少年という文化、アーサー・ビナード氏に聞く、第 1 章：昆虫少年の系譜。１：人生で本気に

なれるのは虫だけ（養老孟司）、２：チョウが能舞台の英気を養う（山本東次郎）、３：「昆虫記」前人未踏の個人完訳へ（奥本大

三郎）、４：昆虫写真の世界トップランナー（海野和夫）、５：虫たちに学んだ科学の心（白川英樹）、６：ドイツ文学と虫屋、知

られざるつながり（岡田朝雄）、７：昆虫はわたしの人生にとってほんとうに重要（中村哲）、８：大図鑑が完成するまで死ねな

い（藤岡知夫）、９：昆虫の森から遺伝子の森に分け入って（福岡伸一）、１０：どくとるマンボウが全国の虫屋に“遺言”（北杜

夫）、１１：脳科学者の原点“少年ゼフィリスト”だった頃（茂木健一郎）。第 2 章：昆虫少年の誕生と最期。手塚浩（兄テヅカ

オサムシが見た風景）、木下總一郎（虫屋の死に方）、虫屋小史、明治・大正・昭和。エピローグ から成る。 

会員から書籍の紹介 
安場 博  
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会
員
曽
我
部
二
郎
の 

つ
る
バ
ラ
を
楽
し
む 

【
つ
る
バ
ラ
の
特
徴
と
魅
力
】 

つ
る
バ
ラ
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
テ
ィ
（
Ｈ

Ｔ
）
な
ど
の
ブ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
に
比
べ
、

丈
夫
で
育
て
や
す
く
、
初
心
者
に
も
無
理

な
く
育
て
ら
れ
ま
す
。 

つ
る
バ
ラ
の
栽
培
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
剪
定

と
誘
引
作
業
を
除
い
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
・
テ
ィ
（
Ｈ
Ｔ
）
な
ど
の
ブ
ッ
シ
ュ
ロ

ー
ズ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
バ
ラ
書
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
バ
ラ
づ
く
り
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。 

推
薦
す
る
バ
ラ
書
籍
は
、
「
バ
ラ
を
美
し

く
咲
か
せ
る
、
と
っ
て
お
き
の
栽
培
テ
ク

ニ
ッ
ク
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
２
１
）
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
、
「
バ
ラ
大

図
鑑
：
別
冊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
」（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
）
な
ど
で
す
。 

つ
る
バ
ラ
の
特
徴
と
魅
力
は
、
①
丈
夫
で

育
て
や
す
い
品
種
が
多
い
、
②
春
に
た
く

さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
、
③
い
ろ
い
ろ
な
仕

立
て
方
が
で
き
る
こ
と
で
す
。 

つ
る
バ
ラ
は
、
樹
高
が
２
ｍ
か
ら
品
種

に
よ
っ
て
は
５
ｍ
以
上
に
も
伸
び
、
ア
ー

チ
、
フ
ェ
ン
ス
、
オ
ベ
リ
ス
ク
や
パ
ー
ゴ

ラ
な
ど
に
利
用
で
き
、
品
種
を
選
べ
ば
庭

や
住
ま
い
を
立
体
的
に
飾
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

【
つ
る
バ
ラ
の
剪
定
と
誘
引
】 

つ
る
バ
ラ
を
株
全
体
に
花
を
咲
か
せ
る

為
に
は
、
冬
季
の
剪
定
と
誘
引
が
不
可
欠

で
す
。
つ
る
バ
ラ
の
芽
は
、
外
気
温
度
１

５
度
に
な
る
と
芽
が
動
き
出
し
ま
す
。
芽

が
動
き
出
す
前
に
、
剪
定
と
誘
引
作
業
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。 

◆
剪
定
を
行
う
理
由 

①
新
陳
代
謝
の
促
進
：
バ
ラ
は
、
サ
ク
ラ

の
よ
う
に
１
本
の
幹
が
年
を
経
て
太
っ
て

い
く
の
で
な
く
、
新
し
い
枝
と
入
れ
替
わ

る
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
剪

定
は
、
こ
の
新
陳
代
謝
を
促
し
ま
す
。 

②
美
観
の
向
上
：
古
い
枝
、
枯
れ
た
枝
や

弱
い
小
枝
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
よ
り
美

し
い
樹
形
で
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

③
病
害
虫
の
防
除
：
古
い
枝
、
枯
れ
た
枝

や
弱
い
小
枝
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
株
内

部
の
蒸
れ
が
解
消
さ
れ
、
病
害
虫
の
発
生

を
予
防
で
き
ま
す
。 

④
株
の
大
き
さ
や
形
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
：

樹
高
が
高
く
な
り
過
ぎ
た
株
を
低
く
し
、

樹
形
の
乱
れ
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◆
誘
引
を
行
う
理
由 

①
枝
を
横
に
倒
し
た
り
、
曲
げ
た
り
す
る

と
、
先
端
部
分
に
集
中
し
て
い
た
成
長
ホ

ル
モ
ン
が
、
各
芽
に
散
し
て
、
多
く
の
花

芽
を
の
ば
し
ま
す
か
ら
誘
引
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。 

②
つ
る
バ
ラ
は
、
伸
び
た
枝
自
体
で
枝
を

支
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
枝
の
誘

引
を
し
な
い
と
樹
形
が
保
た
れ
ま
せ
ん
。 

つ
る
バ
ラ
の
剪
定
・
誘
引
後
と
５
月
の
開

花
時
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。
是
非
、
つ

る
バ
ラ
の
風
景
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

 

 №４ 

つるバラ全景 

フェンス仕上げのつるバラ 

パーゴラ仕上げのつるバラ 

オベリスク仕上

げのつるバラ 
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長澤 利枝 氏 プロフィール 

・環境省登録 環境カウンセラー 

・NPO法人 福島環境カウンセラー協会 特別顧問 

・元 NPO法人 環境カウンセラー全国連合会副理事 

・福島県環境アドバイザー 

・相双地方地域再生創造プロジェクト実行委員会会長 

・元福島県総合計画審議委員、元福島県環境審議委員 

・震災直後から被災地を取材・記録を作成し情報発信を

続けている 

 
 

                              

 

平
石
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
環
境
部
会
で
は
、
毎
年

環
境
に
係
わ
る
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
１
１
回

目
を
迎
え
る
環
境
講
演
会
を
平
成
３
０
年
１
月
２
８
日

（
日
）
に
平
石
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

講
師
に
は
、
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
協
会
会
長
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
全
国
連

合
会
副
理
事
を
努
め
、
現
在
は
福
島
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
協
会
特
別
顧
問
で
あ
る
福
島
県
南
相
馬
市
在
住
の
長
澤

利
枝
さ
ん
を
お
迎
え
し
、『 

震
災
・
原
発
事
故
を
伝
え
る

（
２
０
１
１
．
３
．
１
１
か
ら
６
年
１
０
か
月
の
今
）』
を

テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
長
澤
さ
ん
は
、
東
日

本
大
震
災
・
原
発
事
故
直
後
か
ら
被
災
地
を
支
援
し
、
取

材
し
、
記
録
し
、
現
場
の
情
報
を
国
内
に
発
信
し
続
け
て

お
ら
れ
る
方
で
す
。 

 

長
澤
さ
ん
と
平
石
地
区
と
の
出
会
い
は
、
震
災
か
ら
２

年
後
の
平
成
２
５
年
７
月
に
我
々
環
境
部
会
が
主
催
し
て

大
型
バ
ス
１
台
で
被
災
後
の
南
相
馬
市
を
訪
問
し
、
平
石

地
区
の
方
々
か
ら
寄
付
し
て
頂
い
た
「
平
石
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
の
食
糧
支
援
と
被
災
現
場
の
視
察
を
行
っ
た
と
き
に

受
入
窓
口
と
な
り
、
被
災
地
の
案
内
や
被
災
者
と
の
交
流

の
場
を
設
定
し
て
頂
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
５

年
前
に
訪
問
と
き
に
地
元
の
方
々
が
相
馬
野
馬
追
い
の

勇
壮
な
姿
で
ホ
ラ
貝
を
吹
き
鳴
ら
し
て
迎
え
て
く
れ

た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

 

講
演
で
は
、
我
々
の
食
料
支
援
が
大
変
有
り
難
か

っ
た
と
の
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
い
た
後
、
現
地
の
復

旧
・
復
興
状
況
を
お
話
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

●
２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
１
４
：
２
６
分
南
相
馬
市

は
震
度
６
弱
、
１
５
：
３
５
大
津
波
が
到
達
、
死
者
６
３

６
人
、
そ
の
晩
は
厳
し
い
寒
さ
と
、
停
電
、
断
水
で
不
安

の
夜
を
明
か
す
。 

●
３
月
１
２
日
１
５
：
３
６
分
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
１
号
機
水
素
爆
発
。 

●
３
月
１
４
日
１
１
：
０
１
分
発
電
所
第
３
号
機
原
子

炉
建
屋
水
素
爆
発
。続
く
余
震
と
水
素
爆
発
事
故
で
混
乱
。

ガ
ソ
リ
ン
や
生
活
物
資
の
供
給
も
途
絶
え
る
。 

●
３
月
１
５
日
６
：
０
０
分
発
電
所
２
号
機
圧
力
制
御

室
付
近
で
衝
撃
音
、
４
号
建
屋
損
失
。
ま
た
発
電
所
か
ら

半
径
２
０
ｋ
ｍ
の
住
民
に
室
内
退
避
指
示
。 

●
３
月
１
６
日
５
：
４
５
分
発
電
所
４
号
機
北
西
付
近

か
ら
火
災
発
生
。
８
：
３
４
分
発
電
所
３
号
機
か
ら
白
煙

大
噴
出
。 

      

 

 

あれから 7年福島の今 

～こころを打たれた環境講演会～ 
 

宇都宮市平石地区まちづくり協議会 環境部会長 今井信行 

福島県環境カウンセラー協会特別顧問であり、震災・原発事故直後から 

福島県で被災者支援活動に取組み、現在は被災地を取材し情報を外部に 

発信し続けている長澤利枝さんの講演会を行いました。 
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●
３
月
１
８
日
～
２
０
日
南
相
馬
市
が
バ
ス
で
集
団
避

難
を
誘
導
。
爆
発
以
降
、
住
民
は
各
自
避
難
を
開
始
。 

●
原
発
事
故
の
近
く
で
は
津
波
で
行
方
不
明
に
な
っ
た

方
の
捜
査
も
打
ち
切
ら
れ
た
。 

当
時
を
再
現
す
る
先
生
の
生
々
し
い
話
に
我
々
も
テ
レ

ビ
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
梯
子
消
防
車
に
よ
る
必
死
の
消
火

活
動
の
様
子
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

                 

大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
７
年
に
な
り
、
海
岸
に
防
潮

堤
の
建
設
、
廃
棄
物
分
別
処
理
場
の
建
設
、
除
染
廃
棄
物

仮
置
場
設
置
、
漁
港
の
整
備
、
公
共
施
設
の
建
設
、
復
興

拠
点
の
整
備
な
ど
の
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
復

旧
・
復
興
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
長
い
よ
う
で
す
。特
に
、 

長
い
避
難
生
活
で
新
た
な
地
域
に
生
活
拠
点
を
築
き
、
戻 

 

る
選
択
肢
を
失
っ
た
な
ど
の
住
民
が
多
く
、
帰
還
率
が
低

い
の
が
将
来
の
心
配
の
種
と
の
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
り
地
域
は
２
０
㎞
圏
内
、
３
０

㎞
圏
内
、
３
０
㎞
圏
外
に
分
断
さ
れ
、
東
京
電
力
か
ら
原

発
補
償
を
受
け
ら
れ
た
方
々
と
道
路
一
つ
隔
て
て
補
償
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
、
医
療
費
や
高
速
道
路
無
料
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
人
々
な
ど
複
雑
な
人
間
関
係
・
苦

悩
が
あ
る
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。 

福
島
県
で
は
、
現
在
で
も
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
後
に
「
今
日

の
放
射
線
量
」
が
放
映
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
津
波
に
よ
る

破
壊
と
放
射
能
汚
染
に
よ
る
被
害
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
克

服
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

講
演
終
了
後
に
は
、
参
加
者
か
ら
想
定
外
の
感
謝
の
花

束
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。
贈
呈
者
も
支
援
活
動
し
た
一
人

で
あ
り
私
た
ち
の
支
援
活
動
が
南
相
馬
市
の
方
々
に
少
し

で
も
役
に
立
っ
た
こ
と
を
本
当
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

我
々
も
こ
こ
ろ
を
打
た
れ
る
光
景
で
し
た
。
ま
た
、
講
演

最
後
に
は
、
司
会
者
の
機
転
で
童
謡
の
“
ふ
る
さ
と
”
を

参
加
者
全
員
で
合
唱
し
先
生
を
見
送
る
流
れ
と
な
り
、
お

陰
様
で
心
の
こ
も
っ
た
感
動
的
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

先
生
に
も
喜
ん
で
頂
き
心
温
ま
る
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

平
石
地
区
環
境
部
会
は
、
平
成
３
０
年
度
も
環
境
講
演

会
、
鬼
怒
川
で
の
自
然
観
察
会
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
環
境

関
連
施
設
見
学
会
、
廃
棄
物
再
資
源
化
の
推
進
、
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
に
取
り
組
み
「
環
境
に
優
し
い
平
石
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
く
計
画
で
す
。 

   

      

環境部会役員と長澤先生との写真 平成 25年の訪問したとき迎えてくれた 

相馬野馬追い姿の地元の方々 

講演会の様子 
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私は企業の中で、約 40 年近く省エネルギーをこなしてきた経験から、電力会社が事務局となって省エネ

を推進する“栃木県電気使用合理化委員会”と“関東地区電気使用合理化委員会”いう２つの組織で委員を

させてもらいました。“栃木県電気使用合理化委員会”は、まもなく 20年目となり、2012年からは委員長と

して、県内のエネルギー管理優良工場の発掘と表彰推薦などを行っています。この上部組織となる“関東地

区電気使用合理化委員会”には、2005 年から今年の 3 月まで、14 年間就任し、ここでは国の表彰に対する

推薦のための現地調査などを行ってきました。 

その他、多くの企業からの個別相談など、200 社以上の診断・指導・講師の経験から、多くの企業が抱え

る悩みや解決策など、多くのノウハウが私の強みです。 

一方で、経済産業省とは、新職員に対する省エネの基本教育講師を依頼されたり、現地調査に同行したり、

また合理化委員会の中で、多くの企業から問い合わせのある「エネルギー原単位の考え方」や「省エネ度評

価方法」、など、省エネに関する情報交換をしたり、長いつきあいをしています。 

今般、毎年度末に開催している「エネルギー使用合理化シンポジウム」において、「エネルギー原単位の

考え方」について話をしていただけないか、との依頼があり、下のような項目で講演してきました。 

 

 

※ エネルギー消費（“総量”）を表す指標にはどんな  

ものがあるか 

※ “原単位”とは 

※ 総量管理との違いは（原単位が良い理由） 

※ 「原単位」の計算ルール 

※ いろいろな原単位の例と長所／欠点 

※ 「原単位」管理がうまく行かない理由を整理すると 

※ 複数工程を有する場合の原単位管理例 

※ 今後の課題 

 

 

講演後のアンケートも、大変好評で、主催者に喜ばれる

結果を残すことができ、ホッとしていましたが、シンポジ

ウムのあとも反響が続き、相当数の企業から個別の相談を

受けており、今なお続いている状態です。 

今後は主催者からの依頼、というのではなく、こちらが多

くの企業の悩みを把握し、そのニーズにあったテーマでセ

ミナー開催などを企画していければ、と思っております。 

 

 

 

 

「エネルギー原単位」の悩み解決のために 

野沢 定雄 

関東経済産業局主催「平成 29 年度エネルギー使用合理化」

シンポジウムの案内チラシ 

内に「環境カウンセラー」の野沢さんの名前が掲載 
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    産業廃棄物処理と貨物輸送会社 

     経営の経験を生かして活動 
                           

NPO法人環境カウンセラー会ひょうご 理事長 

NPO法人環境カウンセラー全国連合会 常務理事 

同会 近畿ブロック長 

仁保 めぐみ（事業者部門・市民部門） 

【企業を守る活動】 

私は兵庫県で産業廃棄物処理（優良認定業者）と貨物輸送の会社を経営しております。 

業務上、廃棄物処理法に関しては常に最新の情報を持っていることから、環境カ

ウンセラー（事業者部門）の活動として、行政の依頼による法改正講演の講師を

務めたり、民間団体・事業者の依頼による廃棄物管理教育の講師を務めたりして

おります。廃棄物処理法は改正も多い上、難解であるため、理解していないと知

らないうちに法違反を犯していることも。法違反は環境汚染及び企業の倒産につ

ながるため、伝える技法ときめ細やかなカウンセリングの必要性を感じています。 

 

【市民を守る活動】 

環境カウンセラー（市民部門）の活動としては、廃棄物処理法を市民レベルに合わせ、例えば「違法な無料

回収業者や遺品整理業者による詐欺の実態」や「お騒がせ！廃棄物問題」と題して、TV で取り上げられている

ような廃棄物ニュースを解説するなど、消費者教育の観点からも廃棄物問題への関心を高めていただいており

ます。 

 

【環境カウンセラーの発展にむけて】 

２０数年前当時、国民の環境問題への関心が低く、環境問題等の理解促進が国の重要な政策課題であったこ

とから「環境カウンセラー」は誕生しました。しかし、今では他の NPO や民間企業の環境教育事業に押され、「環

境カウンセラーのありかた」が問われています。 

私が理事長を務めます「環境カウンセラー会ひょうご」は昨年、主財源であった EA21 事務局を返上、「EA21 に

頼らない財政と組織づくり」が現在の課題です。限られた予算の中で「会員であることのメリット」を追求し、

「会員の利活用の促進」をはかること。それが私の役割です。 

今回、このような投稿の機会を与えてくださった栃木県環境カウンセラー協会様に敬意を表するとともに、

環境カウンセラーの発展のため、今後ともお付き合いのほどよろしくお願い申し上げます。 
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5 月からの県内の環境イベントをご紹介します。 

（皆さんの勤務先や所属団体、地域の情報を事務局までお寄せください。掲載します。） 

 ツツジ咲く那須平成の森を歩こう！ 

グリーンシャワーがまぶしい 5 月。真新しい緑に混じって、赤や紫、白色のツツジ達が色を添えます。フ

ィールドセンターから学びの森を縦走し、清森亭へ。ゆっくりとランチを楽しんだ後、白戸川を渡って帰途

につきます。ツツジを愛でながら約 4 キロのロングトレイルを楽しみましょう。 

日  時 5月 27日（日曜日） 午前 9時 15分～午後 1時 45分(午前 9時受付) 

場  所 那須平成の森フィールドセンター（〒325-0302 栃木県那須郡那須町高久丙 3254） 

定  員 8名 （先着順）小学生以上 

負 担 金 大人 2,880円、小中学生 1,440円 

申込方法 電話 0287-74-6808（那須平成の森フィールドセンター） 

那須烏山・横枕、ホタル観察会 

那須烏山市横枕地区小木須川沿いで、田んぼまわりや川の中の生き物とホタルの観察会を開催します。地

域の豊かな自然に触れます。 

日  時 6 月 16 日（土）第一部 生き物観察会 15:30～  第二部 ホタル観察会 19:30～（予定） 

場  所 那須烏山市、横枕地内（ナビは横枕で駐車場に着きます） 

そ の 他 汚れてもよい服装（肌を守るために長袖・長ズボンでお越しください。） 

申  込 塩山カウンセラー宛 メールアドレス・higeshioyama@yahoo.co.jp 

問 合 せ 上記塩山まで 

栃木県立博物館自然系テーマ展  ミミズ 

ミミズは、誰もが知っている身近な生きものですが、くわしいことはほとんど知られていません。ミミズ

の体の形や暮らしぶり、人との関わりについて考えます。・ミミズのからだをよく見てみよう 

開催期間  6 月 17 日（日曜日）まで 

◆展示解説   展示を見ながら、担当学芸員が見どころを分かりやすく解説します。 

  日  時  5 月 12 日（土） 14：00～15:00  

        6 月 3 日 （土） 14：00～15:00 

  

 

 

 

 

編集・発行 ＮＰＯ法人 栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ） 

     事務局 〒320-0851栃木県宇都宮市鶴田町 37-32 

TEL：090-7286-2522   Ｅ-mail：yasuba@hi-ho.ne.jp 

       ＵＲＬ：https://tecahp0419.bizmw.com/index.html 
 

栃木県内の環境イベント情報 

TECA 
 

 

表紙の写真 左：ハナミズキ  右：田んぼの水  撮影：堀会員 

ハナミズキ 撮影場所：宇都宮市駒生町 撮影日:2015 年 4 月 23 日  

花言葉：「華やかな恋」 一青窈「ハナミズキ」の歌詞”空を押し上げて～”を思う 

田んぼの水 撮影場所：日光市猪倉   撮影日:2015 年 5 月 6 日 

バルブから田んぼに引き込まれる水の勢いに思わず一枚  


